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第32回日本外傷学会日程表

第 ２ 日目　 ６ 月22日（金）

第 １ 会場（Room A）

９：00～１0：00 
教育講演 ２（外傷教育セミナー）

「体幹部外傷の最新の診療」
� 座長：島根大学医学部 Acute Care Surgery 講座　渡部　広明 

	 胸部外傷 
	 � 沖縄県立中部病院外科・心臓血管外科　本竹　秀光 
	 重症腹部外傷を救い上げるためには？ 
	 � 公立豊岡病院但馬救命救急センター　小林　誠人

１0：00～１１：５0
ワークショップ2 

「私達の Trauma team」
座長：長崎大学病院高度救命救急センター　田㟢　　修

手稲渓仁会病院救命救急センター　奈良　　理
W2-1	 横浜市重症外傷センターにおける Trauma team 
	 � 横浜市立大学附属市民総合医療センター高度救命救急センター /　　　　　　

横浜市立大学大学院医学研究科外科治療学　加藤　　真
W2-2	 重症外傷症例における院内での体制構築とその運用 
	 � 京都第二赤十字病院救命救急センター　石井　　亘
W2-3	 当院における外傷診療体制 
	 � 長崎大学病院救命救急センター　猪熊　孝実
W2-4	 当院の Trauma team の現状 
	 � 宮崎大学医学部外科　河野　文彰
W2-5	 トラウマコード運用 ６ 年を経過して～ IVR や画像診断を積極活用する新時代の外傷診療 
	 � 聖マリアンナ医科大学放射線医学　昆　　祐理
W2-6	 Hybrid ER における新たなチーム医療～多面的アプローチによる外傷初期診療の最適化～ 
	 � 大阪急性期・総合医療センター高度救命救急センター　松田　宏樹
W2-7	 当センターにおける外傷チーム 
	 � 佐賀大学医学部先進外傷治療学・外傷外科 /　　　　　　

佐賀大学医学部附属病院高度救命救急センター　永嶋　　太
W2-8	 当院の Acute Care Surgery チームの特徴と課題 
	 � 順天堂大学医学部附属浦安病院救急診療科　近藤　　豊
W2-9	 看護師から見た高度外傷センター設置に伴う trauma team 構築 
	 � 島根大学医学部附属病院救命救急センター　森山詠美子
W2-10	 トラウマコード運用開始 ６ 年を経過して～コメディカルの立場からの取り組み～ 
	 � 聖マリアンナ医科大学病院画像センター　高倉　永治
W2-11	 国境なき医師団 - 外科 
	 � 貢川整形外科病院 / 国境なき医師団　安藤　恒平
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１３：00～１４：00 
特別講演 １

座長：近畿大学医学部救急医学教室　村尾　佳則 
	 ベストで挑むための準備とメンタルコントロール 
	 � プロ野球解説者　桑田　真澄

１４：00～１５：00 
教育講演 ３（救急科領域講習）

「Trauma IVR・四肢骨盤外傷の最新の診療」
座長：聖マリアンナ医科大学放射線医学講座　中島　康雄 

	 Trauma IVR のコツ 
	 � 済生会横浜市東部病院救命救急センター　船曵　知弘 
	 重症四肢骨盤外傷の治療における最近の進歩 
	 � 埼玉医科大学総合医療センター高度救命救急センター　井口　浩一

１５：00～１６：２0 
ワークショップ ３  

「私達の Trauma call, ACS call」
座長：深谷赤十字病院救命救急センター　金子　直之

　　　日本医科大学付属病院高度救命救急センター　金　　史英
W3-1	 早く来てくれ！スタッフ招集−他職種緊急召集システムの効果− 
	 � 島根大学医学部附属病院高度外傷センター　岡　　和幸
W3-2	 当センターの体幹部ショック外傷に対するトラウマコール 
	 � 山梨県立中央病院救命救急センター　岩瀬　史明
W3-3	 トラウマコールの功罪 
	 � 熊本赤十字病院外傷外科　堀　　耕太
W3-4	 外傷専門医不在の地域救命救急センターにおける外傷コール 
	 � 三豊総合病院地域救命救急センター外科　松本　尚也
W3-5	 当院での外傷診療体制～ Trauma call と ACS team ～ 
	 � 徳島県立中央病院救急外科 Acute Care Surgery Team　佐尾山裕生
W3-6	 大学病院での Acute Care Surgery 実践のための外科系各科および多職種連携の取り組み 
	 � 東京女子医科大学東医療センター救命救急センター救急医療科　庄古　知久
W3-7	 市中病院の外傷チーム形成に参考にしてほしい事 
	 � 健和会大手町病院外科　三宅　　亮

１６：２0～
閉会式
	 � 第32回日本外傷学会総会・学術集会会長　村尾　佳則

第 ２ 会場（Room B-1）

９：00～９：３0 
KST 会長講演

座長：東京大学大学院医学系研究科救急科学　森村　尚登 
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	 Medical Services for the Winter Olympic Game 
	 � Yonsei University　Kang Hyun Lee 

９ ：３0～１0：４0 
Japan-Korea Trauma Symposium 2 

「From bench to bedside in trauma」
座長：Seoul National University Bundang Hospital　Ho-Seong Han

国際医療福祉大学　平澤　博之 
JKS2-1	� Fliud resuscitation and massive transfusion : From bench to bedside in trauma
	 � Department of Emergency Medicine Korea University Guro Hospital　Young-Hoon Yoon
JKS2-2	 Promising Novel Therapy with Hydrogen Gas for Hemorrhagic Shock
	 � Department of Emergency and Critical Care Medicine, 　　　　　　　　　

School of Medicine, Keio University　Tadashi Matsuoka
JKS2-3	� For Treatment of Blast Induced Mild Traumatic Brain Injury - Establishment of the 

Focused Exposure to the Head Experimental Model
	 � Department of Traumatology and Acute Critical Medicine,　　　　　　　　　

Osaka University Graduate School of Medicine　Hiroshi Matsuura
JKS2-4　　Recent strategy for development of stem cell to treat spinal cord injury
	 � Asan Medical Center, University of Ulsan, College of Medicine　Jin Hoon Park

１0：５0～１１：５0 
招待講演 ３ 　　共催：アムコ株式会社

座長：東北大学救急医学　久志本成樹 
	� Roadmap towards improved survival in acute trauma-hemorrhage and TIC：Basic  

concepts and the European Trauma Guideline
	 � Cologne-Merheim Medical Center, University of Witten-Herdecke, Cologne, Germany 

Marc Maegele 

１２：00～１２：５0 
ランチョンセミナー ４ 　　共催：ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社

座長：大阪医大救急医学教室教授　高須　　朗 
	� 一地方救命センターにおける Acute Care Surgery に対する取り組みと工夫  

−手術をどこで行うか？ いかに迅速に手術を完結させるか？− 
	 � 和歌山県立医科大学高度救命救急センター　上田健太郎 
	 腹腔鏡下大腸切除術の最新診断技術と手技について－当施設における取り組み－ 
	 � 近畿大学外科学教室　上田　和毅

１４：00～１５：00 
招待講演 ４

座長：防衛医科大学校防衛医学研究センター外傷研究部門　齋藤　大蔵 
	 Blast injury and Landmines : Weapons of Mass Destruction in slow motion
	 � University of the Witwatersrand, Johannesburg Area, South Africa　Kenneth D Boffard 
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１５：00～１６：１0 
パネルディスカッション ９

「銃創・爆傷に対する救急救護と救命治療」
座長：東京医科歯科大学大学院救急災害医学分野　大友　康裕

　　　防衛医科大学校防衛医学研究センター外傷研究部門　齋藤　大蔵
PD9-1	 紛争地における銃創・爆傷に対する手術経験の共有 
	 � 仙台厚生病院消化器外科 / 国境なき医師団外科医　池田　知也
PD9-2	 米国での銃創手術症例から考える Advanced Trauma Life Support の実際 
	 � 慶應義塾大学医学部救急医学　山元　　良
PD9-3	 有事における救急救護 
	 � 陸上自衛隊衛生学校　後藤　義孝
PD9-4	 わが国における事態対処医療の必要性と普及に向けた取り組みについて 
	 � 防衛医科大学校病院救急部 /　　　　　　

防衛医科大学校防衛医学研究センター外傷研究部門　関根　康雅
PD9-5	 コンソーシアム主体のメディカルラリー開催のすすめ 
	 � 高知医療センター消化器外科　齋坂　雄一
PD9-6	 銃創・爆傷への対応力向上の取り組み 
	 � 山梨県立中央病院救命救急センター / MCLS 大量殺傷型テロ対応セミナー　井上　潤一
PD9-7	 銃創・爆傷に対する病院の備え：大量殺傷型テロ対応病院コースの開発について 
	 � 鳥取大学医学部救急災害医学 /　　　　　　

日本集団災害医学会 MCLS 運営委員会テロ対応セミナー病院コース WG　本間　正人

第 ３ 会場（Room B-2）

９ ：00～１0：５0 
パネルディスカッション10 

「大量出血を伴う骨盤骨折症例の治療戦略」
座長：総合大雄会病院運動器再建・外傷センター　新藤　正輝

東京医科歯科大学医学部附属病院救命救急センター・ER センター　加地　正人
PD10-1	 骨盤骨折治療フローチャートなんて要らない 
	 � 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　原　　義明
PD10-2	 大量出血を伴う骨盤骨折症例の治療戦略－地方のアクティブな救命救急センターの場合－ 
	 � 福山市民病院救命救急センター救急科　柏谷　信博
PD10-3	 重症骨盤骨折を伴う外傷に対するチーム連携の必要性と課題 
	 � 順天堂大学医学部附属静岡病院救急診療科　大森　一彦
PD10-4	 Hybrid ER における重症骨盤骨折の止血戦略 
	 � 大阪急性期・総合医療センター高度救命救急センター　渡邊　　篤
PD10-5	 Hybrid ER と重傷骨盤骨折 
	 � 東京都立墨東病院高度救命救急センター　西田　匡宏
PD10-6	 当院における大量出血を伴う骨盤骨折患者に対する治療戦略 
	 � 大分大学医学部高度救命救急センター　金崎　彰三
PD10-7	 骨盤骨折に伴う出血性ショックへの REBOA と DCIR のハイブリッド戦略 
	 � 済生会横浜市東部病院救命救急センター　折田　智彦
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PD10-8	 当センターで施行した骨盤ガーゼパッキング63例の検討 
	 � 兵庫県災害医療センター高度救命救急センター　松山　重成
PD10-9	 大量出血を伴う骨盤骨折に対する濃縮フィブリノゲン製剤の先制投与 
	 � 埼玉医科大学総合医療センター高度救命救急センター　井口　浩一
PD10-10	 若年骨盤骨折例における血管造影の有用性；日本外傷データバンクを用いた解析 
	 � 大阪大学大学院医学系研究科救急医学　片山　祐介
PD10-11	 重症骨盤骨折に対する集学的止血戦略～ IVR の観点から～ 
	 � 北里大学医学部救命救急医学 / 聖マリアンナ医科大学心臓血管外科　丸橋　孝昭

１0：５0～１１：５0 
IVR 学会ジョイントセッション

「IVR の基礎を放射線科で学ぶ必要性：本音を聞く」
司会：帝京大学医学部放射線科学講座　近藤　浩史

慶應義塾大学医学部放射線診断科　井上　政則
コメンテータ：島根大学医学部附属病院高度外傷センター　渡部　広明 

	 IVR を独立して行えるようになるには放射線科での研修が重要となる 
	 � 東京ベイ・浦安市川医療センター救急集中治療科 / IVR 科　舩越　　拓
	 救急 IVR について−救急医を志しながら，放射線科医に進んだ立場の意見− 
	 � 済生会宇都宮病院　八神　俊明 
	 救急医による NORA-IVR（NOn-Radiologist Alternative IVR）は是か非か？ 
	 � 山梨県立中央病院救急科　小林　辰輔 
	 救急医を受け入れている施設から 
	 � 神戸大学医学部附属病院放射線科・血管内治療センター　杉本　幸司

１２：00～１２：５0 
ランチョンセミナー ５ 　　共催：旭化成ゾールメディカル株式会社

座長：山口県立総合医療センター　前川　剛志 
	 重症外傷患者に対する Targeted Temperature Management の新たな可能性 
	 � 地方独立行政法人りんくう総合医療センター大阪府泉州救命救急センター /　　　　　　 

	�  香川大学医学部附属病院救命救急センター　切詰　和孝

１４：00～１５：３0 
パネルディスカッション11 

「最新の医療技術を用いた外傷診療の進歩」
座長：大阪急性期・総合医療センター救急診療科　藤見　　聡

　　　日本医科大学救急医学　松本　　尚
PD11-1	 360°カメラを用いた外傷診療トレーニング 
	 � 日本医科大学千葉北総病院　久城　正紀
PD11-2	 ドクターヘリにおける映像伝送システムを介した蘇生的開胸の治療戦略 
	 � 愛知医科大学医学部救命救急科　津田　雅庸
PD11-3	 迅速な診断と低侵襲治療を目指した脊椎脊髄外傷治療 
	 � 関西医科大学総合医療センター救命救急センター　岩瀬　正顕
PD11-4	 重症外傷に対する緊急手術と術中 IVR によるハイブリッド治療 
	 � 北里大学医学部救命救急医学　片岡　祐一
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PD11-5	 Hybrid ER がもたらす重症外傷診療のイノベーション 
	 � 大阪急性期・総合医療センター救急診療科　渡邊　　篤
PD11-6	 重症体幹部外傷診療におけるハイブリッド ER の有用性 
	 � 社会医療法人緑泉会米盛病院　畑　　倫明
PD11-7	 dual-room 型 hybrid ER を用いた救急 IVR 医教育への取り組み 
	 � 関西医科大学救急医学講座　寺嶋　慎也
PD11-8	 ハイブリッド ER における PS と SS の模索 
	 � 済生会横浜市東部病院救命救急センター　船曵　知弘
PD11-9	 頭部外傷における再生医療は新たな治療戦略となるか−ラット減圧開頭モデルによる検討 
	 � 日本医科大学大学院医学研究科救急医学分野　横堀　將司

１５：３0～１６：１0 
一般口演20 

「頭部外傷③」
座長：国家公務員共済組合連合会立川病院　並木　　淳

社会福祉法人恩賜財団 済生会滋賀県病院救命救急センター・救急集中治療科　塩見　直人
O20-1	 重症頭部外傷による外減圧後に水頭症を呈し治療に苦慮した １ 例 
	 � 東海大学医学部脳神経外科学　堀田　和子
O20-2	 Peritentorial acute subdural hematoma の一例 
	 � 福岡東医療センター脳神経外科　保田　宗紀
O20-3	 外傷性くも膜下出血受傷後に脳梗塞とびまん性脳損傷を呈した １ 例 
	 � 東京慈恵会医科大学附属柏病院救命救急センター　卯津羅雅彦
O20-4	 昏睡状態で緊急手術をした急性硬膜下血腫で術直後対側に急性硬膜下血腫を発症した一例 
	 � 医療法人健康会霧島記念病院脳神経外科　坂元　健一
O20-5	 頭部外傷後の脳血管攣縮により脳梗塞を来した自験 ２ 例の検討 
	 � 日本医科大学付属病院救命救急科　佐々木和馬

第 ４ 会場（Room C-1）

９：00～１0：２0 
委員会企画（多施設臨床研究委員会）

「日本外傷学会の推進する多施設臨床研究」
座長：東北大学救急医学　久志本成樹

　　　亀田総合病院　白石　　淳
CO-1	 多施設臨床研究の推進にむけて 
	 � 東北大学救急医学　久志本成樹
CO-2	 外傷急性期における制限輸血戦略を RCT で検証する 
	 � 北海道大学病院先進急性期医療センター　早川　峰司
CO-3	� 外傷早期の凝固線溶障害と治療・転帰との関連を解明するための多施設共同観察研究 2

（J-OCTET2）
	 � 前橋赤十字病院高度救命救急センター集中治療科・救急科　小倉　崇以
CO-4	� 外傷患者のヘパリン起因性血小板減少症（heparin-induced thrombocytopenia：HIT）発症

と HIT 抗体陽性化のメカニズムを探る前向き観察研究 
	 � 東北大学病院高度救命救急センター　藤田　基生
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CO-5	� 体幹部外傷による外傷性出血性ショックおよび心停止における大動脈内バルーン遮断に対す
る前向き観察研究 

	 � 千葉大学大学院医学研究院救急集中治療医学　松村　洋輔

１0：４0～１１：５0 
パネルディスカッション12 

「多発外傷に伴う重度四肢外傷救肢の光と闇」
座長：湘南鎌倉総合病院外傷センター　土田　芳彦

　　　日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　原　　義明
PD12-1	 修復不能な脛骨神経の断裂を合併した症例の治療経過＝救肢か切断か＝
	 � 佐賀県医療センター好生館整形外科・外傷センター　屋良　卓郎
PD12-2	 多発外傷に伴う重度四肢外傷，切断適応の基準は？ 
	 � 山梨県立中央病院整形外科　岩瀬　弘明
PD12-3	 重度大腿部阻血性外傷に対する患肢温存の限界と適応 
	 � 埼玉医大総合医療センター高度救命救急センター　森井　北斗
PD12-4	 当院で治療した重症外傷を伴う下腿以遠開放骨折の検討 
	 � 堺市立総合医療センター救命救急センター　川本　匡規
PD12-5	 重度下肢開放骨折受傷 １ 年後の患者自己申告型評価　救肢と切断の比較 
	 � 帝京大学医学部附属病院外傷センター　石井　桂輔
PD12-6	 四肢再建外科医から診た多発外傷に伴う重度四肢外傷治療 
	 � 順天堂大学医学部附属浦安病院　鈴木　雅生
PD12-7	 多発外傷に伴う重度四肢外傷の機能的救肢は，再建専門医の早期対応により成就する 
	 � 湘南鎌倉総合病院外傷センター　土田　芳彦

１２：00～１２：５0
ランチョンセミナー ６ 　共催：キヤノンメディカルシステムズ株式会社

座長：関西医科大学総合医療センター救急医学科　中森　　靖
	 Hybrid ER における外傷初期診療の最適化と標準化
	 � 大阪大学医学部附属病院高度救命救急センター　木下　喬弘
	 Hybrid ER から Dual room Hybrid ER へ　～日本の救急医療のニーズに応える初療室～
	 � 関西医科大学総合医療センター救急医学科　和田　大樹

１４：00～１５：１0 
パネルディスカッション13 

「基礎研究から臨床への応用　ー未来を語るー」
座長：岐阜大学医学部附属病院高次救命治療センター　小倉　真治

　　　福岡大学医学部救命救急医学講座　石倉　宏恭
PD13-1	 組織損傷における全身性炎症の自然免疫受容体発現パターン 
	 � 長崎大学病院救命救急センター　田島　吾郎
PD13-2	 Ischemic preconditioning（IPC）の肝阻血に対する影響 
	 � 近畿大学医学部外科　橋本　直樹
PD13-3	 細胞選択的ホーミングペプチドを用いた脊髄損傷に対する新規治療法の開発 
	 � 岐阜大学医学部附属病院高度救命救急センター　土井　智章
PD13-4	 院内採血輸血（いわゆる生血輸血）を必要とする場面が未だ国内に存在する 
	 � 沖縄県立南部医療センター・こども医療センター救命救急センター　梅村　武寛
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PD13-5	 凝固障害を伴う外傷性大量出血への血小板代替物や赤血球代替物を用いた止血救命戦略 
	 � 防衛医大・免疫微生物　木下　　学
PD13-6	 外傷患者に人工血液を使える日はいつか−人工赤血球の現況と展望 
	 � 日本医科大学高度救命救急センター　増野　智彦

１５：１0～１６：00 
一般口演21 

「病院前外傷診療」
座長：順天堂大学医学部附属静岡病院救急診療科　柳川　洋一

　　　東京慈恵会医科大学附属柏病院救命救急センター　卯津羅雅彦
O21-1	 湘南地区独自のスケールである病院前外傷重症度判断 Grade 分類の妥当性の検討 
	 � 東海大学救命救急医学　若井慎二郎
O21-2	 Whole body CT 時代の病院前における骨盤骨折の判断に関する検討 
	 � 順天堂大学医学部附属静岡病院救急診療科　長澤　宏樹
O21-3	 病院前診療後に搬送先からの短時間での追加転院を要した外傷症例の特徴 
	 � 兵庫県災害医療センター救急部　菊田　正太
O21-4	 外傷診療における奈良県ドクターヘリによる時間的効果に関する検討 
	 � 奈良県立医科大学高度救命救急センター　福島　英賢
O21-5	 外傷における病院前と病院間の情報共有を考える 
	 � 高知医療センター救命救急センター　野島　　剛
O21-6	 多数刺創傷病者に対する効果的な圧迫止血方法を考える～津久井やまゆり園事件から～ 
	 � 北里大学医学部救命救急医学　服部　　潤

第 ５ 会場（Room C-2）

９：00～１0：00 
一般口演22 

「胸部外傷②」
座長：和歌山県立医科大学救急集中治療医学講座・高度救命救急センター　上田健太郎

　　　聖マリアンナ医科大学救急医学　平　　泰彦
O22-1	 武力紛争やその他の暴力による外傷に対する，資源が制限された中での胸部外傷診療 
	 � 国境なき医師団 / 新座志木中央総合病院外科　吉野　美幸
O22-2	 当院における鈍的外傷性胸部大動脈損傷の症例検討 
	 � 国立病院機構仙台医療センター救急科　三宅のどか
O22-3	 Foley カテーテルで止血した鋭的胸壁損傷の一例 
	 � 手稲渓仁会病院　大西　新介
O22-4	 Trauma IVR により救命し得た肺動脈損傷の １ 症例 
	 � 岡山大学病院高度救命救急センター　山田　太平
O22-5	 外傷性内胸動脈損傷の治験例 
	 � 巨樹の会新武雄病院総合救急科　堺　　正仁
O22-6	 遅発性大動脈損傷の予防目的に肋骨切除を行った １ 例 
	 � 済生会横浜市東部病院救急部　明石　　卓
O22-7	 来院時心停止の状態で搬送された外傷性冠動脈解離の １ 例 
	 � 千葉大学医学部附属病院救急科・集中治療部　田中久美子
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１0：00～１１：00 
一般口演23 

「胸部外傷③」
座長：東京女子医科大学東医療センター救急医療科　庄古　知久

　　　川口市立医療センター救命救急センター　小川　太志
O23-1	 当院における胸骨骨折症例の検討 
	 � 中頭病院救急科　間山　泰晃
O23-2	 胸椎脱臼骨折に合併した胸管損傷の一手術例 
	 � 山梨県立中央病院救命救急センター　萩原　一樹
O23-3	 大腸閉塞を伴った遅発性外傷性横隔膜ヘルニアの １ 例 
	 � 会津中央病院外科 / 日本医科大学付属病院消化器外科　赤間　悠一
O23-4	 胸部外傷に対して胸腔鏡補助下血腫除去術を行った ２ 例 
	 � 日本医科大学付属病院高度救命救急センター　石木　義人
O23-5	 重症肺挫傷での体外式肺補助（ECMO）使用経験 
	 � 山梨県立中央病院救命救急センター　原田　　薫
O23-6 	 肺気腫を合併した外傷性両側気胸・多発肋骨骨折に対し集学的治療により軽快した一例 
	 � 大阪府済生会千里病院千里救命救急センター　松岡　信子
O23-7 	 胸部刺創による左横隔膜損傷に対して腹腔鏡を用いて修復した １ 例 
	 � 済生会横浜市東部病院救急部　藤田　将司

１１：00～１１：５0 
一般口演24 

「腹部外傷③」
座長：公立豊岡病院組合立豊岡病院但馬救命救急センター　小林　誠人

　　　東京都済生会中央病院救急診療科　関根　和彦
O24-1	 当院における鈍的外傷による腸管損傷の特徴 
	 � 横浜市立みなと赤十字病院救命救急センター　高橋　哲也
O24-2	 当施設における diagnostic peritoneal lavage（DPL）の現状 
	 � 川口市立医療センター救命救急センター　小川　太志
O24-3	 Bowel Injury Prediction Score の有用性の検討 
	 � 済生会宇都宮病院救急科　鯨井　　大
O24-4	 当センターにおける鈍的腸管・腸間膜損傷症例の検討：手術適応とタイミング 
	 � 和歌山県立医科大学附属病院高度救命救急センター　置塩　裕子
O24-5	 腹部鈍的外傷による胃破裂の ２ 例 
	 � 北九州市立八幡病院救命救急センター外科　山吉　隆友
O24-6	 腹部外傷に伴う遅発性腸損傷の ２ 例 
	 � 諏訪赤十字病院救急科　西山　和孝

１４：00～１４：５0 
一般口演25 

「腹部外傷④」
座長：島根大学救急医学　仁科　雅良

松戸市立総合医療センター救命救急センター　村田　希吉
O25-1	 当院における最近 ６ 年間の鈍的腹部大動脈損傷 ６ 症例の検討 
	 � 福井県立病院救命救急センター　谷崎　真輔
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O25-2	 鈍的腹部大血管損傷に対する治療選択の検討 
	 � 国立病院機構仙台医療センター救急科　斉藤　壮矢
O25-3	 Damage control 手術後，二期的に損傷部を縫合修復した上腸間膜静脈損傷の一例 
	 � 宮崎大学医学部外科学講座　池ノ上　実
O25-4	 縫合修復術を施行した腹部刺創による上腸間膜静脈損傷の １ 例 
	 � 北里大学医学部救命救急医学　花島　　資
O25-5	 肝損傷後の多発性遅発性仮性動脈瘤の治療に難渋した １ 例 
	 � 太田西ノ内病院救命救急センター　森　　佑介
O25-6	 超音波にて詳細に経過を観察しえた Ib 型肝損傷の １ 例 
	 � 日本医科大学付属病院高度救命救急センター　石井　浩統

１４：５0～１５：４0 
一般口演26 

「顔面外傷」
座長：大阪市立大学救急医学　西村　哲郎

　　　東京臨海病院救急科　佐藤　秀貴
O26-1	 座位で来院する顔面外傷症例に対する気道管理ストラテジー 
	 � 聖マリアンナ医科大学救急医学　尾崎　将之
O26-2	 下顎骨骨折を伴う症例の気道確保の検討 
	 � 武蔵野赤十字病院救命救急センター　蕪木　友則
O26-3	 顔面外傷における ER での気道確保手技の後方視的検討（はじめから気管切開はありか？）
	 � 聖マリアンナ医科大学救急医学　下澤　信彦
O26-4	 イリザロフ型創外固定器による多発顔面骨骨折整復 
	 � 関西医科大学附属病院　日原　正勝
O26-5	 多発外傷を伴った顔面多発骨折による鼻・口腔内出血に対する止血術 
	 � 兵庫県立西宮病院救急科　林　　伸洋
O26-6	 形成外科のない ２ 次救急病院での顔面外傷の検討 
	 � 勤医協中央病院救急科　田口　　大

第 ６ 会場（Room I）

９：00～１0：00 
一般口演27 

「外傷登録・統計・疫学」
座長：荒尾市民病院救急科　松園　幸雅

小田原市立病院救命救急センター　守田　誠司
O27-1	 高エネルギー事故において，四輪車乗員の重症度は乗車位置でどう異なるか？ 
	 � 太田西ノ内病院救命救急センター　篠原　一彰
O27-2	 日本外傷データバンクに登録された独歩来院患者の入院期間に関係する因子の検討 
	 � 日本医科大学多摩永山病院救命救急センター　田中　知恵
O27-3	 外傷センター開設と外傷患者の搬送状況に関する地域網羅的解析 
	 � 春回会井上病院　高橋　優二
O27-4	 運動器外傷後の復職に関連する要因 
	 � 帝京大学医学部附属病院外傷センター　石井　桂輔
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O27-5	 外傷症例の acute respiratory distress syndrome（ARDS）合併と損傷部位の関係性 
	 � 東京医科歯科大学医学部附属病院救急災害医学分野救命救急センター　吉川　俊輔
O27-6	 労働災害による重症外傷の現実を学会から社会に伝え，職場環境の改善に寄与しよう 
	 � 帝京大学医学部救急医学講座・高度救命救急センター　石川　秀樹
O27-7	 開発途上国における外傷患者登録システムの確立 
	 � 筑波大学附属病院救急・集中治療部 / 筑波大学附属病院国際医療センター /　　　　　　

筑波大学医学医療系国際社会医学研究室　鈴木　貴明

１0：00～１１：00 
一般口演28 

「集中治療，感染」
座長：東海大学医学部付属病院救命救急医学　猪口　貞樹

　　　国立病院機構大阪医療センター救命救急センター　木下　順弘
O28-1	 ARDS を合併した骨盤骨折に対し，創外固定後，腹臥位にて改善した １ 救命例 
	 � 大垣市民病院救命救急センター　木村　拓哉
O28-2	 外傷患者における VV-ECMO 管理とその準備　 
	 � 前橋赤十字病院高度救命救急センター集中治療科救急科　藤塚　健次
O28-3	 当院での重症頭部外傷後の Paroxymal sympathetic hyperactivity（PSH）の経験 
	 � 前橋赤十字病院高度救命救急センター集中治療科・救急科　生塩　典敬
O28-4	 皮膚欠損を伴う脛骨開放骨折後の深部感染に iMAP を行ってインプラントを温存できた一例 
	 � 千葉大学整形外科　姫野　大輔
O28-5	 下腿開放骨折術後感染に抗菌薬骨髄内投与が奏功した一例 
	 � 埼玉医科大学総合医療センター高度救命救急センター　安藤　光宣
O28-6	 外傷性脾損傷・脾臓摘出後に発症した重症単純ヘルペス感染症の １ 例 
	 � 関西医科大学附属病院高度救命救急センター　尾上　敦規
O28-7	 当院における外傷での人工呼吸器関連肺炎症例の検討 
	 � 愛知医科大学病院救命救急科　富野　敦稔

１１：00～１１：５0 
一般口演29 

「病態生理，その他」
座長：大阪大学医学部附属病院高度救命救急センター　小倉　裕司

　　　日本医科大学高度救命救急センター　小笠原智子
O29-1	 ヒト成人を被験者とした群集事故（外傷性窒息）に関する研究 
	 � 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　本村　友一
O29-2	 外傷に起因するイレウス（腸閉塞）に対する高気圧酸素治療の有用性 
	 � 岐阜大学医学部附属病院高度救命救急センター　土井　智章
O29-3	 本院で経験したまむし咬傷のまとめ 
	 � 巨樹の会新武雄病院総合救急科　堺　　正仁
O29-4	 長時間心肺蘇生と低体温療法により救命し得た外傷性窒息の一例 
	 � 埼玉医科大学国際医療センター救命救急科　野村　侑史
O29-5	 乗用車横転事故で鉄柱が腰部を貫通するも臓器損傷を伴わなかった杙創の １ 例 
	 � 愛知医科大学病院救命救急科　丸地　佑樹
O29-6	 鈍的陰嚢外傷による精巣上体単独損傷の １ 例 
	 � 太田西ノ内病院救命救急センター　杉山　拓也
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１４：00～１４：５0 
一般口演30 

「骨盤外傷③」
座長：帝京大学医学部附属病院外傷センター　鈴木　　卓

　　　山梨県立中央病院救命救急センター　岩瀬　史明
O30-1	 一期的に観血的治療により，膀胱の損傷を防ぎ得たと考える恥骨結合離開の １ 例 
	 � 福山市民病院救急救命センター整形外科　大野晋太郎
O30-2	 骨盤骨折に合併した Morel-lavallee lesion に対して治療を要した ２ 例 
	 � 東京慈恵会医科大学付属柏病院整形外科 / 東京慈恵会医科大学整形外科　稲垣　直哉
O30-3	 ガーゼパッキングにより救命し得た不安定型骨盤骨折の １ 例 
	 � 大分大学医学部付属病院高度救急救命センター　坂本　智則
O30-4	 Kloen アプローチを用いて治療した股関節前方脱臼に伴う寛骨臼前壁骨折の １ 例 
	 � 兵庫県立淡路医療センター整形外科　櫻井　敦志
O30-5	 Iliofemoral approach にて確定的内固定を行った骨盤輪・寛骨臼骨折の ３ 例 
	 � 如水会今村病院整形外科・四肢外傷再建センター　小島　安弘
O30-6	 皮膚壊死を伴う下肢閉鎖性デグロービング損傷に対する治療経験 
	 � 堺市立総合医療センター　山田　元彦

１４：５0～１５：４0 
一般口演31 

「脊椎・脊髄外傷」
座長：東邦大学医療センター大森病院救命救急センター　本多　　満

　　　関西医科大学総合医療センター脳神経外科　岩瀬　正顕
O31-1	 鈍的頸椎損傷に合併する椎骨動脈損傷症例の検討 
	 � りんくう総合医療センター大阪府泉州救命救急センター　中村　洋平
O31-2	 受傷後24時間以内に手術を施行した頚椎・頚髄損傷症例の検討 
	 � 久留米大学病院高度救命救急センター / 久留米大学整形外科　後藤　雅史
O31-3	 当救命救急センターにおける中下位頸髄損傷治療の検討 
	 � 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　平林　篤志
O31-4	 当院における非骨傷性頸髄損傷の治療成績 
	 � 聖路加国際病院脳神経外科　桑本健太郎
O31-5	 強直性脊椎疾患症例における胸腰椎骨折には大動脈損傷を合併しやすい 
	 � 埼玉医科大学総合医療センター救命救急センター　米本　直史
O31-6	 多発外傷例に対する側臥位経皮椎弓根スクリュー法による早期脊椎固定術 
	 � 高知医療センター整形外科　田村　　竜

第 ７ 会場（Room J）

９：00～１0：１0 
一般口演32 

「外傷教育，外傷診療体制」
座長：筑波大学附属病院救急・集中治療部　井上　貴昭

　　　国立研究開発法人国立国際医療研究センター病院　佐々木　亮
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O32-1	 海外の紛争地，災害被災地派遣に備えていかにスキルアップするべきか 
	 � 国境なき医師団日本 / 自治医科大学附属病院消化器一般外科　塩澤　幹雄
O32-2	 インドでの外傷外科手術修練への取り組み 
	 � 大阪市立大学附属病院　野田　智宏
O32-3	 ASSET コース受講者アンケートからみた外傷手術手技教育の有用性の検討 
	 � 東京医科歯科大学医学部附属病院救命救急センター　本藤　憲一
O32-4	 外傷初期看護にかかわる看護師育成の現状と課題 
	 � 近畿大学医学部附属病院看護部救命救急センター　村上　香織
O32-5	 当院における外傷診療の現状～茨城県南部各三次救命救急センターとの連携～ 
	 � 筑波大学附属病院救急・集中治療部　松本　佑啓
O32-6	 横浜市重症外傷センター選定基準の改訂 
	 � 済生会横浜市東部病院救急科　矢島慶太郎
O32-7	 外傷診療成績を経時的に評価する指標の提案 
	 � 日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　益子　一樹
O32-8	 銃創外傷の救命治療体制～術中心停止から救命し得た銃創による心肺損傷症例を通じて～ 
	 � 北里大学医学部救命救急医学　片岡　祐一

１0：１0～１１：00 
一般口演33 

「チーム医療・他職種連携」
座長：日本医科大学千葉北総病院救命救急センター　本村　友一

　　　聖路加国際病院　一二三　亨
O33-1	 緊密な病病連携を通じて職場復帰を目指した重症頭部外傷の一例 
	 � 滋賀医科大学附属病院救急・集中治療部　加藤　隆之
O33-2	 外傷看護師トレーニングプログラムによる外傷患者ケア時のチームワークの向上 
	 � 国際医療福祉大学成田看護学部看護学科　浅川　翔子
O33-3	 地域中核病院の重症外傷診療における手術室看護師の役割 
	 � 兵庫県立淡路医療センター中央手術部　大塚　江利
O33-4	 当院における外傷診療体制への取り組み 
	 � 大垣市民病院救命救急センター　木村　拓哉
O33-5	 ER における Damage control surgery（DCS）導入への体制構築と多職種連携 
	 � 筑波メディカルセンター病院看護部救急診療外来　内田　里実
O33-6	 ハイブリッド ER における診療放射線技師の役割　−外傷専門放射線技師チームの役割− 
	 � 島根大学医学部附属病院放射線部　金山　秀和

１１：00～１１：４0 
一般口演34 

「重症度評価と Damage Control Surgery」
座長：佐賀大学救急医学講座　阪本雄一郎

　　　東京医科歯科大学医学部附属病院救命救急センター　森下　幸治
O34-1	 当院における Preventable trauma death から見た外傷診療成績の検討 
	 � 兵庫県災害医療センター救急部　伊集院真一
O34-2	 地方救命救急センターにおける Damage Control Surgery 
	 � 筑波メディカルセンター病院救急診療科　栩木　愛登
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O34-3	 非外傷開胸手術時の大量出血に Damage Control Surgery を適用した ２ 症例 
	 � 聖マリアンナ医科大学救急医学　下澤　信彦
O34-4	 当科で施行した damage control surgery の ３ 例 
	 � 旭川医科大学外科学講座消化器病態外科学分野　萩原　正弘

１４：00～１４：５0 
一般口演35 

「窮地を救ったこの １ 手」
座長：前橋赤十字病院救急・集中治療科　町田　浩志

　　　日本医科大学武蔵杉病院救命救急センター　菊池　広子
O35-1	 外傷性大量口腔・鼻出血に対する咽頭カフを用いた一手 
	 � 松戸市立福祉医療センター東松戸病院リハビリテーション科　森本　文雄
O35-2	 尿道バルーンカテーテルによる一時止血で救命し得た頚部刺創による心肺停止の １ 例 
	 � 誠心会井上病院外科　中塚　昭男
O35-3	 重症外傷に対する extracorporeal membrane oxygenation（ECMO）を使用した ８ 例の検討 
	 � 大阪府済生会千里病院千里救命救急センター　伊藤　裕介
O35-4	 枝が胸に刺さり不穏状態⁉〜フライトドクターの脳内思考とその戦術実行力〜 
	 � 熊本赤十字病院外傷外科　林田　和之
O35-5	 Multiple Level Inflate Technique：新たな REBOA の使用法 
	 � 北見赤十字病院麻酔科　長谷川　源
O35-6	 重症胸部外傷に対して ECMO を導入して救命しえた １ 症例 
	 � 兵庫医科大学救急災害医学　白井　邦博

１４：５0～１５：４0 
一般口演36 

「生涯忘れられないこの １ 例」
座長：南多摩病院救命救急センター　加藤　　宏

日本医科大学武蔵小杉病院救命救急センター　松田　　潔
O36-1	 VV bypass 下に修復した肝後面下大静脈断裂の １ 例-VV bypass の有用性とその pitfall- 
	 � 埼玉医科大学総合医療センター高度救命救急センター　松田　真輝
O36-2	 忘れられない症例：重症頭部胸腹部外傷を合併し複数回手術ののち救命できた １ 例 
	 � 日本大学医学部救急医学系救急集中治療医学分野　古川　　誠
O36-3	 私の心に刺さった １ 例（資源が限られた現場での医療支援活動の経験より）
	 � 国境なき医師団 / 新座志木中央総合病院外科　吉野　美幸
O36-4	 出血性ショックを伴う腰動脈損傷による大量血胸に対する治療戦略 
	 � 公立豊岡病院但馬救命救急センター　藤崎　　修
O36-5	 陰茎切断・両側除睾術・膀胱瘻造設術を施行した30歳代男性の会陰部壊死性筋膜炎の １ 例 
	 � 川口市立医療センター救命救急センター　中野　公介
O36-6	 社会復帰した環椎後頭関節脱臼の １ 例 
	 � 南多摩病院救急科 / 国立病院機構災害医療センター救命救急センター　加藤　　宏

_32-2_本文_2.indb   121 2018/05/18   11:34




